
15 年を経過した太陽光発電装置の劣化調査 

Field research of the solar power generation systems 15 years ago 
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はじめに 

近年、安全かつ環境負荷の小さい自然エネル

ギー（再生可能エネルギー）の利用システムが

大きく注目されるようになった。中でも、急激

に普及が進んでいるのが太陽光発電システム

である。ところが、太陽光発電システムの地域

性による発電量や劣化の差は示された例はな

く、早急な調査研究が望まれている。そこで、

全国の国公私立高専に設置してある 15 年を経

過した数十 kW 級の太陽光発電施設を対象に、

劣化調査を行うとともに、その地域性を明らか

にすることが本研究の目的である。 
調査結果 

太陽光発電施設を抱えている全 39 高専の内、

設置後約 15 年経過した現在も稼働している施

設は、90％の 35 施設である。稼働している施

設の内，15 年間で一度も修理していない（PC
の整備を除く）施設は 12施設あり、全体の 31％
である。一方、パワーコンディショナあるいは

パネルの修理を行った 23 施設の内、パワーコ

ンディショナの修理・交換をおこなった施設が

21 施設あり、現在稼働していない施設（5 施設）

もパワーコンディショナが不良であることか

ら、全体の 67%がパワーコンディショナの故

障を経験している。パネルの交換を行った施設

は 2 施設であり、パネル不良は全体の 5%程度

であった。 

発電効率の低下を確認した 12 施設の内、信

頼性の高い発電データを有する 9 施設につい

て、発電量の減少率を一次関数と仮定して算出

した（図 1 参照）。最大減少率６％，平均減少

率 3％であった。この値は、産業技術総合研究

所の示した経年劣化特性

(1)
など

と比較して明ら

かに小さい。 

 
図１ 発電量の減少率に対する度数分布 

更に、地域性があるか検討した。地域による

関連性を見出すために①湿度、②降水量、③寒

暖差などの気象条件による比較を行ったが、そ

れらに対する優位性は見られなかった。 
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